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絵手紙ボランティアに
協力いただき、高齢者世
帯への絵手紙年賀状を贈
呈いたします。

絵手紙年賀状贈呈事業
（安達・東和地域）

年末年始に各サ
ロンが行う地域で
の交流会を支援い
たします。

地域交流会等
助成事業
（東和地域）

市内で障がい児（者）・
子育ての支援活動をして
いる福祉施設・団体等を
対象に年末年始行事の開
催に対する支援を行いま
す。

歳末障がい児（者）・
子育て支援事業
（市内全域）福祉ニーズをもつ方

を対象に、食料品・生活
用品等を配布することで
年末年始の生活支援を
行います。

歳末食料支援事業
（市内全域）

ボランティアの
協力をいただき建
具の修理などの補
修事業を行います。

簡易住宅
補修事業

（安達地域）

児童扶養手当を受給し
ている世帯を対象に生計
の維持と子どもの健全な
育成を図ることを目的に
支援を行います。

歳末ささえ愛事業
（市内全域）

一人暮らし・高
齢者のみの世帯を
対象にお菓子等を
持ちながら、年末の
安否確認を目的に
訪問します。

歳末安否
確認事業

（安達地域）
一人暮らし・高齢

者のみの世帯を対
象におせち料理を
持ちながら年末の
安否確認を目的に
訪問します。

おせち料理
配達事業
（岩代地域）

高齢者世帯の
方々を対象に実施し
ている配食サービス
事業の利用者にクリ
スマスケーキを宅配
いたします。

クリスマス
ケーキ宅配事業
（岩代地域）

《歳末たすけあい募金の配分金で実施する事業》
皆様からお預かりした募金は、次のように使われます。（各地域で実施する事業は異なります。）

※上記事業の他、年末年始の各事業へ配分いたします。また、募金額が事業費を超えた場合は翌年度の地域福祉事業に
　充てさせていただきます。

遮音効果 光熱費節約

Ⓡ

最短1時間
で取付OK！

外は寒くてもおうちの中は暖かく快適に過ごしたいという方に最適です。
「補助金」をうまく活用して気軽に「内窓」を取り付けるプチリフォームはいかがですか？
おかげ様で大変多くの方に「補助金」をご利用いただいております。補助金の枠には限りがあるのでお早めにご連絡ください。

補助金は内窓以外も使えます。その他詳細はお問い合わせください。
で、R5年3月末まで取付完了が条件です。

　「第76回福島県社会福祉大会」席上で、社会福祉のために貢献された次の方々に対し、表彰状及び感
謝状が贈られました。誠におめでとうございます。
○福島県知事感謝状授与（民生委員・児童委員）
　朝倉みさ子 様　　安齋　正典 様　　遠藤　金夫 様　　加藤　正行 様　　喜古　森夫 様
　桑原千恵子 様　　小泉ヒロ子 様　　鈴木　賢一 様　　高橋恵利子 様　　長沢　正敏 様
　根本　宗悦 様　　野里ゆり子 様　　野地　政友 様　　藤田　　守 様　　三津間金七 様
　矢吹　孝三 様　　渡邉　文勝 様
○福島県知事感謝状授与（ボランティア功労者）
　・安達方部更生保護女性会 様　・JAふくしま未来ふれ愛グループよつば会 様
　・福島県立安達東高等学校 様
○福島県社会福祉大会会長表彰状授与（民生委員・児童委員）
　菅野眞智子 様　　鴫原　藤壽 様
○福島県社会福祉大会会長感謝状授与（社会福祉事業寄付）
　株式会社丸や運送、株式会社マルコ物流、株式会社アスク、にいどの運送有限会社 各社員一同 様

11月11日（金）、二本松市民会館において、「第76回福島県社会福祉
大会」が開催され、二本松朗読サークル「ひばり」様（松田知子代表）が、
瓜生岩子賞を受賞されました。
二本松朗読サークル「ひばり」様は、二本松市の広報紙を音訳し、CD

に吹き込んで視覚障がいのある利用者にお届けする等の活動を長年
行ってこられました。
この賞は幕末から明治時代にかけて活躍した社会福祉事業の先駆者

で「日本のナイチンゲール」と呼ばれる小田付村（現喜多方市）出身の瓜
生岩子の遺徳をしのび偉業を後世に伝えるための顕彰として創設さ
れ、これまで30回の表彰を行っている栄誉ある賞です。
誠におめでとうございます。

二本松朗読サークル「ひばり」様が瓜生岩子賞を受賞されました

10月26日（水）、二本松市民会館において、「第70回記念福島県身体障がい者福祉大会」が開催され、障が
い者福祉活動に貢献された次の方々に対し、表彰状及び感謝状が贈られました。
誠におめでとうございます。

第70回記念　福島県身体障がい者福祉大会

第７６回 福島県社会福祉大会

○福島県知事感謝授与
　村松　市夫 様（東和）
○自立更生者表彰状授与
　本田　昌平 様（岩代）　　　村松　市夫 様（東和）
○更生援護功労者表彰状授与 
　所　　政美 様（二本松）　　野地　信弘 様（東和）
○加盟団体運営協力者感謝状授与 
　佐藤　健次 様（二本松）　　安齋　武宏 様（安達）
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二本松市社会福祉協議会では市内の「福祉教育に積極的に取り組んでいる
学校」と「地域福祉活動や福祉的課題を解決する団体等」に対し、皆さんから寄
せられた共同募金などを活用して活動助成金を交付しています。今年度、助成金
を交付された団体の活動を紹介していきます。

東和絵手紙の会（会長：河野久子さん）では、『Ｅメールの
百通より、絵手紙の一枚の方が心に残り、見る人、受け取る
人の心をひとときでもあたたかくしてくれる』をモットーに、
東和地域内の公共施設や道の駅での展示のほか、とうわ
福祉会の依頼により、高齢者世帯への暑中見舞い、年賀状
作成などを行ってきました。
その中でも、表紙で掲載しました東和小学校での「にこ
にこ弁当かけ紙づくり」では、当初から作画指導ボランティ
アをつとめており、『ヘタでいい、ヘタがいい』を合言葉に、
お弁当を受け取るお年寄りの皆さんに子ども達の想いが届くような指導を心がけています。

団体名：東和絵手紙の会　事業名：絵手紙教室での指導など

東和小学校での絵手紙指導の様子

集まれ！
福祉の

担い手たち！！

①手話を体験

②認知症サポーター
養成講座

③つながるマルシェ
（見守り活動）

④東和ロードレース大会
（給水ボランティア）

ボ ラ セ ン 通 信♪
vol.23

　こんにちは。ボランティアセンターです(*^ｖ^*)
今回は、ボランティアスクールの報告をさせていただきます。
　高校生を対象に８月から１１月までの４回コースで開催し、８名のみな
さんと一緒に活動を行いました。（参加者の声）
≪参加された方の声≫
　・いろいろな方と協力しながら出来て良かった。
　・認知症について詳しく知ることができた。
　・自分で良いことをしたと感じることができ、人の役に立って事を楽しいと思えた。
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「
ウ
チ
の
地
域
の
活
動
を
載
せ
た
い
！
」「
こ
ん
な
こ
と
が
で
き

た
ら
い
い
な
」
な
ど
な
ど
、
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
私
た
ち

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
伺
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
二
本
松
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　

 

地
域
福
祉
課 

市
民
活
動
推
進
係

　
　
　
　
　
　

 （
電
話：2
3

－

7
8
6
7
）

地
域
の
宝
物
み
ぃ
つ
け
た
！

地
域
の
宝
物
み
ぃ
つ
け
た
！

★地域のどなたでも参加できます。興味のある
　方は是非お問い合わせください。

【岩代地域の話合いの場参加団体】
●岩代方部民生児童委員協議会
●いわしろ福祉会
●岩代地域行政委員
●いわしろ女性の会
●岩代方部老人クラブ連合会
●ＪＡふくしま未来女性部岩代支部
●ＪＡふくしま未来ふれ愛グループよつば会
●ボランティア団体・やまびこ会
●認知症高齢者グループホーム「おばま」
●小規模多機能型居宅介護事業所「笑実の郷」
●二本松市シルバー人材センター
●いわしろふれあいスポーツクラブ
●岩代地域包括支援センター
●岩代支所地域振興課市民福祉係
●岩代地域集落支援員

第18回

岩
代
地
域
の
色
々
な
立
場
の
人
が
集
ま
っ
て
情
報

を
や
り
と
り
し
、地
域
の
暮
ら
し
を
考
え
て
い
く
場
と

し
て
、第
一
回
目
の
協
議
体（
話
し
合
い
の
場
）を
十
月
一

日（
土
）に
二
本
松
市
岩
代
支
所
2
階
大
ホ
ー
ル
で
開

催
し
ま
し
た
。

初
め
に
全
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
橋
本
泰
典
氏
を
講
師
に
、『
コ
ロ
ナ
禍
の
暮
ら

し
か
ら
考
え
る「
気
に
か
け
合
う
」地
域
づ
く
り
』と
い

う
テ
ー
マ
で
講
義
を
い
た
だ
き
、活
動
へ
の
理
解
を
深

め
ま
し
た
。

講
義
の
後
に
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
懇
談
し
、コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る「
つ
な
が
り
」・「
支
え
合
い
」に
つ
い
て
気

に
掛
け
て
き
た
こ
と
や
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
無
理

な
く
で
き
る
支
援
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
方
か
ら
は「
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
て
も
、つ

な
が
り
が
元
に
戻
る
か
心
配
」、「
小
さ
な
身
の
回
り
の

困
り
ご
と
の
支
援
が
必
要
」、「
一
人
暮
ら
し
世
帯
が
目

に
見
え
て
増
え
て
い
る
の
で
声
が
け
が
必
要
」、「
地
元

の
人
々
で
交
流
の
場
を
持
ち
た
い
」等
様
々
な
ご
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
話
し
合
い
の
場
を
通
し
て
、参
加
し
て

い
る
団
体
の
活
動
や
個
人
の
活
動
を
共
有
し
な
が

ら
、地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
の
活
動
を
広
げ
て
い
く

場
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

5
年
後
、10
年
後
も
自
分
ら
し
く
生
き
が
い
を
持
っ

て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に「
こ
ん
な
岩
代
地
域
に
し
た

い
！
」と
い
う
話
し
合
い
の
場
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

ずっと住み続けられる地域にするために、
協議体（話し合いの場）が岩代地域にできました！

全国コミュニティライフ
サポートセンター
参事 橋本 泰典 氏

協
議
体
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
、私
は
岩
代

地
区
の
み
な
さ
ま
が
大

切
に
さ
れ
て
き
た
地
域

の
さ
ま
ざ
ま
な
営
み
と
、

そ
の
な
か
で
育
ま
れ
た

豊
か
な
つ
な
が
り
を
た

く
さ
ん
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

そ
ん
な
、つ
な
が
り
あ

う
暮
ら
し
方
を
、み
な
さ

ま
と
一
緒
に
岩
代
地
区
の
、二

本
松
市
全
体
の
子
ど
も
や
孫

た
ち
世
代
に
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

　   　5

にほんまつ  社協だより No.118



・20歳未満の児童を扶養している配偶者
のいない女性（男性）
・20歳未満の父母のない児童
・母子家庭で子どもが成人した母親など

経済的理由により修学に困難がある優れた
学生等
融資の対象となる学校に入学・在学される
方の保護者。

在学している学校へ相談・
申込み

県北保健福祉事務所
（合同庁舎内☎0243-22-1128）
または市福祉事務所
（市役所内☎0243-55-5094）

日本政策金融公庫福島支店
（☎0570-008503）

母 子・父 子・
寡婦福祉資金

日 本 政 策
金 融 公 庫

独 立 行 政 法 人
日本学生支援機構

●ご利用いただける世帯
①低所得世帯であること
世帯の収入の合計額が市町村民税非課税世帯又は、１ヶ月の世帯収入が生
活保護法に基づく生活扶助基準額の１．７倍以下の世帯であることが目安と
なります。
②他の貸付制度を利用できないこと
日本学生支援機構の奨学金や母子・寡婦福祉資金、福島県奨学生制度、日
本政策金融公庫等からの貸付を利用できる場合はその貸付が優先となりま
す。利用できる他制度については条件等も異なりますので、お子さんの通学
する学校にもご相談ください。

●貸付資金の種類・貸付限度額
①就学支度費（入学に際し必要な経費）
入学金、制服、教科書等の入学時に学校に納入する経費
貸付限度額…500，000円以内
②教育支援費（修学に必要な経費）
授業料、参考書、学用品、交通費（通学定期代）、賃貸アパート家賃など
貸付限度額…（1）高等学校（専修学校高等課程含む）　月額35，000円以内
　　　　　　（2）高等専門学校　　　　　　　　　　月額60，000円以内
　　　　　　（3）短期大学（専修学校高等課程含む）　月額60，000円以内
　　　　　　（4）大学　　　　　　　　　　　　　　月額65，000円以内
※原則として、修学する本人が資金の借受人になり、世帯の生計中心者が連帯借受人となり申し
　込みます。
※手続きには約１ヶ月かかります。お早めにご相談ください。

●相談・お申し込み窓口
　◆本所　　　生活相談係（二本松・安達地域）　　 　  ☎２３－８２６２
　◆岩代支所　地域福祉係（岩代地域）　　　　　　　  ☎６５－２００３
　◆東和支所　地域福祉係（東和地域）　　　　　　　  ☎６６－２５２２
●他機関の貸付制度

　福島県社会福祉協議会では、他の貸付制度が利用できない低所得世帯を対象に、高校、専門
学校、大学等への就学に必要な経費の貸付を行っています。相談及び申込窓口は市町村社協と
なっていますので、当協議会本所及び各支所へご相談ください。

生活福祉資金「教育支援資金貸付制度」のご案内

制　度 対象者 問合せ先
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〜ご寄付ありがとうございました〜
　「社会福祉のためにお役立てください」と、次の皆さまから心
温まるご寄付をお寄せいただきました。
　ご趣旨に沿って有効に活用させていただきます。

令和４年９月１日～令和４年１０月３１日
　　（故）野地　友子　様（油井字八軒町）
　　（故）菅野　　猛　様（渋川字才ノ神）
　　（故）遊佐　文子　様（根崎）
　　（故）渡辺　ハツ　様（下長折字移川）
　　（故）野地　カツ　様（下川崎字刈又）
　　（故）関口キミヨ　様（戸沢字中ノ沢）
　　（故）久木　セツ　様（油井字中田）
　　　　 三浦　洋一　様（太田字白髭）
　　　　 三本杉早苗　様（西勝田字供中内）

個人

杉田地区老人クラブ連絡協議会 様（杉田町）
株式会社本多組親和会 様（西勝田字七合畑）
公益財団法人日本公衆電話会福島支部 様（仙台市青葉区）
二本松方部あだたらクラブ女性部 様（亀谷）
二本松市赤十字奉仕団 様（金色）
（その他　匿名2名）

団体

公益財団法人日本公衆電話会福島支部様
より、「災害時連絡方法の手引き」など６００
セットをご寄付いただき、地域の高齢者世帯等
へ配布しました。

二本松方部あだたらクラブ女性部様より、
台拭き２５０枚のご寄付をいただき、本会各事
業所で活用させていただきました。

作：三浦清英（岩代）

☆営業時間　9：00～18：00（日・祝休み）☆
高気圧酸素ルームも絶賛営業中!!

福祉用具・住宅改修のことなら
おまかせください!!

〒960-0112 福島市南矢野目字鼓原18-8
☎024-552-1031

アドバイス
有限会社

二本松市松岡２６６－４
TEL：0243-23-5780 Fax：0243-23-6665

東京海上日動火災保険株式会社／
東京海上日動あんしん生命保険株式会社
メットライフ生命保険株式会社 代理店

保険のことならなんでもお任せ!!
大好評につき
無料相談
受付中!!

　   　7

にほんまつ  社協だより No.118



INFORMATION ～インフォメーション～

  コーヒータイムのランチ・ケーキセット引換券を抽選で５名様へプレゼント！

令和５年度二本松市学童保育所入所児童を募集します

プレゼント内容 「ランチ・ケーキセット引換券」

クイズ 下の○に入る言葉は？

応募方法

今回も地域でがんばっている福祉サービス事業所から、クイズ
正解者の中より抽選で５名の方へプレゼントいたします。
たくさんのご応募お待ちしております！

コーヒータイムは「障がいを
持った人が仕事をを通じて、
社会の一員として繋がれる
場所の提供」を目指し、市内
若宮で作業所と本町の市民
交流センター及び油井地区
（パワーコメリ様西側）でカ
フェを営業しています。

ハガキにクイズの答えと、住所、お名前、年齢、電話番号、本誌へのご感想・ご意見等を
全てご記入の上、ご応募ください。（ご記入の個人情報は、目的以外に使用いたしま
せん。いただいたご意見等は社協だより等において掲載させていただく場合がござい
ます。）※当選者の発表は、商品の発送をもってかえさせていただきます。

対象児童 新年度小学1年生～6年生の児童で、下校後、保護者の就労等の
ため家庭で保育ができない児童

開設時間 平　日 13：00～18：30
土曜日／長期休業日（夏季・冬季・年度末） 7：30～18：30
（複数の学童保育所を合同で開設する場合があります。）

受付期間 令和5年1月10日（火）～1月31日（火）

受付場所 ＊各学童保育所（13:00～18:30）　 ＊子育て支援課、各支所地域振興課 （8:30～17:15）
＊二本松市社会福祉協議会二本松南学童保育所（二本松福祉センター内）（8:30～18:30）
○申請書は上記受付場所にございます。

応募締切

宛　先

１２月１６日（金）必着

〒969－1404 二本松市油井字濡石1番地2
　　　　　　 二本松市社会福祉協議会「社協だより プレゼントクイズ係」

今年も12月から
歳末〇〇〇〇〇募金が
スタートしました

クイズに
チャレンジ！

 ヒント：P2をよく見てくださいね。

障がい者の方も歓迎致します！ぜひご応募ください
スタッフ募集！！業務拡大に

伴い 正社員 パート

～親切・ていねいに・まごころ・誠意をこめて、誇りをもって～

〈ホームページ〉https://jws-c.jp

年間6回（偶数月）、全戸配布となります本
誌への広告を募集しています。
●広告内容　貴社指定に基づき掲載します。
●サイズ及び広告料金

●申込み・お問い合わせは、表紙記載の番号まで

5.5×17cm程度

1回あたり
年2回掲載
年3回掲載

5.5×8.5cm程度

「にほんまつ社協だより」広告募集

1回あたり
年3回掲載
年6回掲載

20,000円（税込）
32,000円（税込）
42,000円（税込）

10,000円（税込）
24,000円（税込）
42,000円（税込）
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